
大
丈
夫
、
こ
わ
く
な
い

大
丈
夫
、
こ
わ
く
な
い
よよ

～
初
山
ま
つ
り

～
初
山
ま
つ
り
～～
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□
公
表
資
料

・
大
泉
町
暴
力
団
排
除
条
例

（
案
）

・
大
泉
町
歯
と
口
の
健
康
づ
く

り
推
進
条
例
（
案
）

□
資
料
の
公
表
場
所

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
役
場
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
吉
田
２
４
６
５
）

・
図
書
館
（
中
央
３
の
　
の
　
）

１１

２１

・
町
公
民
館
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法

人
・
町
内
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

に
勤
務
す
る
人

・
町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
に
係
る
事
案
に
利
害
関
係

を
有
す
る
人

□
意
見
提
出
方
法
　
指
定
様
式

ま
た
は
任
意
の
様
式
に
意
見

を
書
き
、
各
担
当
課
へ
直
接
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
す
る

□
受
付
期
限
　
７
月
　
日
昌
　

２５

午
後
５
時
ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
７
月
　
日
昌
　
必
着
）

２５

□
そ
の
他
　

・
意
見
を
提
出
す
る
際
に
は
、

名
前
（
団
体
で
提
出
す
る
場

合
は
団
体
名
）
、
住
所
、
電
話

番
号
を
忘
れ
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い

・
指
定
様
式
は
、
資
料
の
公
表

場
所
で
入
手
可
能
で
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す

・
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、「
大

泉
町
個
人
情
報
保
護
条
例
」

に
従
い
、
適
切
に
取
り
扱
い

ま
す

※
詳
し
く
は
、
各
担
当
課
へ
。

□
「
大
泉
町
暴
力
団
排
除
条
例

（
案
）
」

安
全
安
心
課
　
内
線
２
２
４

□
「
大
泉
町
歯
と
口
の
健
康
づ

く
り
推
進
条
例
（
案
）
」

健
康
づ
く
り
課

緯
　
・
２
１
２
１

６２

　町では、「大泉町暴力団排除条例（案）」、「大泉町歯と

口の健康づくり推進条例（案）」について皆さんに公表し、

その内容についてそれぞれご意見を募集します。

　詳細については、町ホームページおよび指定公表場所

にてご覧いただけます。

大泉町暴力団排除条例（案）

直接

役場２階 19番窓口

ＦＡＸ

63・3921

郵送
〒370-0595　住所不要

安全安心課　宛

メール
anzenansin@town.
oizumi.gunma.jp

大泉町歯と口の健康づくり推進条例（案）

直接

保健福祉総合センター１番窓口

ＦＡＸ

62・2108

郵送
〒370-0523　吉田 2465
健康づくり課　宛

メール
kenko@town.
oizumi.gunma.jp

意見を提出するには

Pick 
Up
皆
さ
ん
の
供
声
僑
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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【
犬
の
鳴
き
声
の
苦
情
に
つ
い
て
】

問
…
朝
か
ら
ず
っ
と
ほ
え
て
い

る
犬
が
い
て
、
そ
の
鳴
き
声

が
近
所
迷
惑
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
犬
が
ほ
え
な
い
、
何

か
良
い
方
法
が
な
い
で
し
ょ

う
か
。

答
…
犬
が
ほ
え
る
の
は
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
、

問
題
に
な
る
わ
け
で
す
。
ど

こ
ま
で
が
許
容
範
囲
か
と
い

う
こ
と
で
、
ど
こ
ま
で
許
せ

る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
町
で
環
境
フ
ェ
ア
を

や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
な
ど
を
指

導
す
る
機
会
を
設
け
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
利
用
し

な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
で

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
母
子
保
健
推
進
員
の
活
動
に

つ
い
て
】

問
…
母
子
保
健
推
進
員
の
活
動

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
か
な

と
い
う
気
が
し
ま
す
。
活
動

内
容
を
広
報
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
…
母
子
保
健
推
進
員
さ
ん

は
、
ど
う
い
っ
た
仕
事
を
し

て
い
る
か
、
広
報
や
保
健
福

祉
ま
つ
り
な
ど
で
ピ
ー
ア
ー

ル
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
図
書
館
に
つ
い
て
】

問
…
町
も
財
政
が
厳
し
い
の

で
、
多
く
の
種
類
の
雑
誌
を

置
け
な
く
な
っ
て
い
る
の
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
ゴ

シ
ッ
プ
い
っ
ぱ
い
の
女
性
週

刊
誌
な
ど
は
購
買
を
継
続
す

る
よ
う
で
す
が
、
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
め
る
図
書
館
と

し
て
、
資
料
を
用
意
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
…
町
の
財
政
も
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
図
書
館
で

な
い
と
読
め
な
い
本
を
充
実

さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と

魅
力
あ
る
図
書
館
と
の
調
和

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

■
そ
の
他
に
も
、
次
の
よ
う
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

・
道
路
の
水
た
ま
り
に
つ
い
て

・
水
道
水
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
広
報
情
報
課
（
内

線
２
１
５
）
へ
。

　５月２１日、保健福祉総合センター研修室で、第１４回

「町長との意見交換会」が大泉町母子保健推進連絡協議会

の皆さんと行われました。

　今回も、より良い町づくりのために多くのご意見・

ご要望をいただくことができました。その内容の一部を

ご紹介します。

町
長
と
の
意
見
交
換
会

【
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
集
え
る
場
所
に
つ
い
て
】

問
…
国
道
３
５
４
号
の
通
り
が

さ
び
れ
て
い
る
の
で
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
が

集
ま
れ
る
場
所
や
、
福
祉
施

設
で
作
っ
て
い
る
ク
ッ
キ
ー

な
ど
を
販
売
す
る
よ
う
な
場

所
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

答
…
な
ん
と
か
活
性
化
で
き
る

方
策
を
考
え
て
い
ま
す
。
東

毛
広
域
幹
線
道
路
が
開
通
す

れ
ば
、
国
道
３
５
４
号
の
交

通
量
も
落
ち
着
く
と
思
い
ま

す
の
で
、
交
通
量
の
推
移
を

み
な
が
ら
、
西
小
泉
の
商
店

街
を
落
ち
着
い
た
場
所
に
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
耳
の
不
自
由
な
人
の
外
出
に

つ
い
て
】

問
…
耳
の
不
自
由
な
人
が
車
な

ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
町

か
ら
リ
ボ
ン
を
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
小
さ
く
て
目
立
た

な
い
の
で
、
も
っ
と
障
害
の

あ
る
人
に
気
を
配
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
方
策
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答
…
人
に
や
さ
し
い
社
会
が
、

こ
れ
か
ら
町
の
活
性
化
に
は

必
要
な
施
策
だ
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
も
っ
と
目
立
つ

よ
う
な
も
の
を
配
布
す
る
な

ど
の
方
法
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
道
路
の
段
差
な
ど
に
つ
い
て
】

問
…
い
つ
も
自
転
車
に
乗
っ
て

い
る
ん
で
す
が
、
道
路
の
段

差
が
激
し
く
、
ま
た
、
歩
道

に
植
木
な
ど
が
置
い
て
あ

り
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
通

り
に
く
い
場
所
が
あ
る
の

で
、
お
年
寄
り
に
も
や
さ
し

い
街
づ
く
り
を
お
願
い
し
た

い
。

答
…
な
る
べ
く
段
差
は
、
す
ぐ

直
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
所
と
指
摘
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
直

す
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

歩
道
に
置
い
て
あ
る
植
栽
で

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
解

決
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

意見交換会の様子

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

Pick 
Up



広報おおいずみ　Ｈ24.6.25　Vol.741 (4) 

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
に
対
し
、
各
種
の
軽
減
制
度

が
あ
り
ま
す
。
該
当
に
な
る
と

思
わ
れ
る
人
は
、
長
寿
支
援
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
減
額
認
定
さ

れ
て
い
る
人
も
、
６
月
末
日
で

期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る

利
用
者
負
担
軽
減
制
度
】

　
特
定
の
社
会
福
祉
法
人
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
の
利
用
料

の
４
分
の
１
（
老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
は
２
分
の
１
）
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

□
軽
減
対
象
者
要
件
　
町
民
税

非
課
税
世
帯
で
次
の
全
て
に

該
当
す
る
人

・
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で

　
１
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１

人
増
え
る
ご
と
に
　
万
円
を

５０

加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ

と
・
預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世

帯
で
３
５
０
万
円
、
世
帯
員

が
１
人
増
え
る
ご
と
に
１
０

０
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

で
あ
る
こ
と

・
世
帯
が
そ
の
居
住
の
用
に
供

す
る
家
屋
そ
の
他
日
常
生
活

の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外

に
利
用
し
得
る
資
産
を
有
し

て
い
な
い
こ
と

・
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

（
医
療
保
険
や
税
法
上
の
扶

養
に
な
っ
て
い
な
い
、
仕
送

り
や
生
活
資
金
な
ど
の
援
助

を
受
け
て
い
な
い
な
ど
）

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

・
そ
の
他
、
特
に
生
計
が
困
難

で
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
人

□
軽
減
対
象
サ
ー
ビ
ス
　
訪
問

介
護
、
予
防
訪
問
介
護
な
ど

の
　
サ
ー
ビ
ス

１５

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
本
人

を
含
め
家
族
全
員
の
収
入
が

分
か
る
書
類
（
家
族
全
員
の

預
貯
金
通
帳
な
ど
）

【
町
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
負
担
額
助
成
制
度
】

　
社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る

利
用
者
負
担
軽
減
制
度
の
軽
減

対
象
者
に
該
当
す
る
人
で
、
特

定
の
社
会
福
祉
法
人
以
外
の
各

種
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
人
の
利
用
料
を
４
分
の
１

（
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
２

分
の
１
）
を
助
成
し
ま
す
。

□
助
成
対
象
者
要
件
　
社
会
福

祉
法
人
な
ど
に
よ
る
利
用
者

負
担
軽
減
制
度
と
同
じ

□
助
成
対
象
サ
ー
ビ
ス
　
訪
問

介
護
、
予
防
訪
問
介
護
な
ど

の
　
サ
ー
ビ
ス

２６

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
本
人

を
含
め
家
族
全
員
の
収
入
が

分
か
る
書
類
（
家
族
全
員
の

預
貯
金
通
帳
な
ど
）

【
食
費
お
よ
び
居
住
費
（
滞
在

費
）
の
利
用
者
負
担
額
の
減
額

制
度
】

　
介
護
保
険
施
設
に
入
所
ま
た

は
入
院
し
た
（
短
期
入
所
含
む
）

際
の
食
費
お
よ
び
居
住
費
（
滞

在
費
）
の
負
担
費
用
を
所
得
の

状
況
に
応
じ
て
減
額
し
ま
す
。

□
減
額
対
象
者
要
件
　
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
町
民
税
が
世
帯
非
課
税
の
人

・
町
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
老

齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

・
町
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、

軽
減
を
受
け
な
け
れ
ば
生
活

保
護
に
な
っ
て
し
ま
う
人

・
そ
の
他
、
特
に
生
計
が
困
難

で
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
人

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑

【
共
通
事
項
】

□
申
請
場
所

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

※
詳
し
く
は
、
長
寿
支
援
課
介

護
保
険
係
へ
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
各
種
軽
減
制
度

長
寿
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５
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町
で
は
、
身
体
障
害
者
や
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の

た
め
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
推
進

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
タ
ク
シ
ー
券
は
１
枚
５
０
０

円
で
、
申
請
さ
れ
た
月
か
ら
１

か
月
あ
た
り
４
枚
を
交
付
し

（
４
月
申
請
の
場
合
は
年
間
　４８

枚
交
付
）
、
１
回
の
乗
車
に
つ
い

て
２
枚
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

□
対
象
　
町
税
・
国
民
健
康
保

険
税
に
滞
納
が
な
く
、
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な

い
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
、
障
害
の
程
度
が
１
級
、

２
級
の
人

・
満
　
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

７０
で
住
民
税
非
課
税
の
人
お
よ

び
住
民
税
課
税
で
前
年
度
の

合
計
所
得
金
額
が
２
０
０
万

円
未
満
の
人
（
た
だ
し
、
自

動
車
を
所
有
し
、
自
ら
運
転

で
き
る
人
を
除
く
）

・
と
も
に
満
　
歳
以
上
の
二
人

７０

暮
ら
し
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
（
た
だ
し
、
自
動
車

を
所
有
し
、
自
ら
運
転
で

き
る
人
を
除
く
）

・
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の

障
害
の
た
め
に
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
人
の
ほ
か

に
生
計
を
一
に
し
て
い
る

人
が
い
な
い
満
　
歳
以
上

７０

の
人

・
療
育
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

□
申
請
方
法
　
地
区
民
生
委
員
、

ま
た
は
福
祉
課
へ
申
請
す
る

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す

福
祉
課
　
　
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

　選挙管理委員会の委員の任期が６月１８日に

満了となるため、６月１２日の町議会の選挙に

より石井悦男氏（２７区･６８歳）、木塚正子氏（２５

区･６３歳）、飯塚清司氏（７区･６３歳）、伊藤

澄子氏（２４区･６２歳）の４人が選挙管理委員

に決定しました。また、６月１９日の選挙管理

委員会で石井悦男氏が委員長に選任され、同

日付けをもって委員長の指名により木塚正子

氏が委員長職務代理者に指定されました。

　なお、前委員の新井幸司氏と對比地政文氏

には、永年にわたり適正な選挙の管理執行と

明るい選挙の推進にご尽力をいただき、誠に

ありがとうございました。

　公平委員の久保田榮一氏

の任期が６月２０日に満了

となるため、その後任とし

て６月１２日に開催された

町議会の同意を得て、青木

和延氏（１０区･６３歳）が選

任されました。青木和延氏

の任期は６月２１日からの

４年間となります。

　今後のご活躍をご期待申し上げるととも

に、久保田榮一氏には７年間にわたり町行政

に多大なるご尽力をいただき、誠にありがと

うございました。

町の各種行政委員が
決まりました

■選挙管理委員会委員

 石  井  悦  男 氏
いし い えつ お

 飯  塚  清  司 氏
いい づか せい じ

 木  塚  正  子 氏
き づか まさ こ

 伊  藤  澄  子 氏
い とう すみ こ

■公平委員

 青  木  和  延 氏
あお き かず のぶ
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所
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
全
て

の
汚
れ
た
水
を
、
下
水
道
管
を
通

し
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
集
め
、
き

れ
い
な
水
に
し
て
自
然
に
か
え
す

た
め
、
計
画
的
に
下
水
道
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
は

宅
地
内
の
排
水
設
備
接
続
工
事
を

行
い
、
１
日
も
早
く
下
水
道
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
衛
生
的
で
快

適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
下
水
道
を
利
用

さ
れ
て
い
る
家
庭
で
は
、
油
な
ど

を
下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
（
内
線

１
６
２
）
へ
。

　
町
で
は
、
ヤ
フ
ー
　
が
提
供
す

（株）

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
町
税

お
よ
び
賦
課
金
の
滞
納
に
よ
り
差

し
押
さ
え
た
不
動
産
の
公
売
を
実

施
し
ま
す
。

□
物
件

・
大
泉
町
１
（
寄
木
戸
）
…
土
地
・

建
物

・
大
泉
町
２
（
坂
田
）
…
土
地

・
大
泉
町
３
（
古
海
）
…
土
地

　
（
大
泉
町
３
に
つ
い
て
は
都
市

整
備
課
区
画
整
理
係
（
内
線
２

１
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

【
公
売
参
加
申
込
】

□
期
間

　
７
月
６
日
　
　
午
後
１
時
～

（金）

　
　
日
　
　
午
後
　
時

２０

（金）

１１

□
申
込
方
法
　
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://k
o
u
b

a
i.a
u
c
tio
n
s.y
a
h
o
o
.c
o
.jp

）
か
ら

必
要
事
項
を
入
力
し
、
申
し
込

む
※
こ
の
期
間
中
に
申
し
込
み
を
し

な
い
と
、
入
札
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
入
札
】

□
期
間

　
７
月
　
日
　
　
午
後
１
時
～

２７

（金）

　
８
月
３
日
　
　
午
後
１
時

（金）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
を

確
認
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
収

納
課
（
内
線
１
５
４
）
へ
。

　
７
月
　
日
よ
り
、
固
定
資
産
に

１７

関
す
る
証
明
書
の
手
数
料
が
、
最

初
の
１
件
で
３
０
０
円
、
以
降
１

件
増
え
る
ご
と
に
　
円
が
追
加
と

３０

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
土
地
に
あ
っ
て
は
１
筆
、

家
屋
に
あ
っ
て
は
１
棟
、
償
却
資

産
に
あ
っ
て
は
証
明
書
１
枚
を

も
っ
て
１
件
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税
係

（
内
線
１
５
８
）
へ
。

【
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
】

　
法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
が
、
７

月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、
全
国
一

斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
こ
の

６２

運
動
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
「
地
域
の
仲
間
と
し
て
話
を
聞

く
」
こ
の
気
持
ち
が
犯
罪
を
繰
り

返
さ
な
い
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
罪
を

犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の

立
ち
直
り
を
助
け
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯

　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

　
私
た
ち
は
日
常
生
活
や
社
会
活

動
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま

す
。
　
町
で
は
、
各
家
庭
や
事
業
所
な

ど
の
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
、
洗
面

【広告】 【広告】

収
納
課

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

実

施

し

ま

す

下
水
道
課

下
水
道
へ
接
続
の
お
願
い

福
祉
課

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

税
務
課

固

定

資

産
に
関

す
る

証
明
書
の
手
数
料
変
更

広　告 広　告
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■
け
ん
し
ん
の
結
果
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
！

　
け
ん
し
ん
結
果
は
、
こ
れ
ま
で

の
生
活
習
慣
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
健
康
の
維
持
・
増
進
の
た

め
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
結
果
説
明
会
（
個
別
）
】

□
期
日
　
７
月
９
日
　
～
　
日
　

（月）

１３

（金）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
　
時
１１

□
内
容
　
結
果
に
つ
い
て
の
説
明
、

個
別
相
談

【
結
果
説
明
会
（
集
団
）
】

□
期
日
　
７
月
９
日
　
、
　

日
　

（月）

１０

（火）

□
受
付
時
間

①
午
後
１
時
～
１
時
　
分
１５

②
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

□
内
容
　
健
診
結
果
か
ら
の
生
活

改
善
の
方
法
、
若
さ
と
元
気
を

保
つ
た
め
に
工
夫
す
る
こ
と
、

健
康
を
手
に
入
れ
る
レ
シ
ピ
の

紹
介
な
ど

【
薬
の
相
談
（
個
別
）
】

□
期
日
　
７
月
９
日
　
、
　

日
　

（月）

１０

（火）

□
時
間

　
午
後
１
時
　
分
～
２
時
　
分

３０

３０

□
内
容
　
現
在
服
用
し
て
い
る
薬

に
つ
い
て
、
骨
密
度
と
薬
な
ど
、

薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
個
別
相
談

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合

セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
対
象
　
６
月
３
日
～
８
日
に
骨

密
度
検
診
を
受
診
し
た
人

□
持
参
す
る
物
　
健
康
手
帳

□
費
用
　
無
料

※
薬
の
相
談
を
除
き
、
希
望
者
は

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り

課
（
緯

　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２

□
期
日
　
７
月
９
日
　
～
　
日
　

（月）

１３

（金）

□
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
　
時
１１

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合

セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
結
果
に
つ
い
て
の
説
明
、

個
別
相
談

□
対
象
　
５
月
　
日
～
６
月
８
日

２５

に
わ
か
ば
健
診
を
受
診
し
た
人

□
持
参
す
る
物
　
健
康
管
理
手
帳

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
１
２

６２

１
）
へ
。

【
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
へ
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
】

　
県
で
は
、
看
護
師
不
足
に
対
処

す
る
た
め
、
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
資
格
を
活
用
し
て
い
な
い
皆

さ
ん
の
、
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
行
い
、
再
就
職
の
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
で
は
、
再
就
職

の
相
談
や
求
人
情
報
の
紹
介
な

ど
、
無
料
職
業
紹
介
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
も
う
一
度
看
護
の

職
場
へ
復
帰
し
て
実
力
を
発
揮
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２

【広告】 【広告】

健
康
づ
く
り
課

骨
密
度
検
診
結
果
説
明
会

健
康
づ
く
り
課

わ
か
ば
健
診
結
果
説
明
会

健
康
づ
く
り
課

看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の
人
へ

　機器の入れ替えのため、次のとおり、

一部土曜窓口の取り扱いを変更します。

皆さんのご理解とご協力をお願いします。

□期日　７月１４日松

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□取り扱いのできない窓口

住民課、収納課

□取り扱いのできる窓口　水道課

※詳しくは、各担当課へ。

・住民課　内線１２５

・収納課　内線１５４

・水道課　内線１５９

東日本大震災関連情報

【給食の放射性物質の検査について】

　町では、５月１６日に、町内の町立・私

立保育園、私立幼稚園、ジェンテミウダ

校（ブラジル人学校）、小中学校の給食に

ついて、また、県では、５月３０日に、町

内の学校給食用食材（千葉県産にんじん）

について、それぞれ放射性物質（放射性

ヨウ素１３１、放射性セシウム１３４・１３７）

の検査を行いましたが、放射性物質は検

出されませんでした。

【水道水の安全性】

　６月１５日に東部地域水道事務所（千代

田町）で県が行った測定結果では、放射

性物質は検出されず、飲用に支障がない

ことが確認されています。

土曜窓口

一部取り扱いを

変更します

広　告広　告
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広域公共バスの

路線を一部変更しました

　広域公共バス「あおぞら」（下り・千代田町方

面）は、道路事情などにより、太田記念病院

周辺の路線を一部変更して運行しています。

　道路混雑などにより、遅れが発生する場合

もありますので、あらかじめご了承ください。

□変更箇所（右図のとおり）

・バス停「太田記念病院南」から「太田六丁

目」までの運行経路

・バス停「太田記念病院南」の位置

※詳しくは、企画課（内線２１７）へ。

太田記念病院

太田記念病院南

【上り終点・下り始発】

太田記念病院

【上り】

太田記念病院行き

【下り】

千代田町役場行き

バス停

「太田記念病院南」の

位置が変更されました

太田六丁目

■太田記念病院周辺路線図

　
男
女
と
も
に
子
育
て
や
介
護
を

し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
育
児
・
介
護
休
業
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
１
日

か
ら
は
、
従
業
員
１
０
０
人
以
下

の
事
業
所
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

□
働
い
て
い
る
人
へ
の
ポ
イ
ン
ト

・
３
歳
未
満
の
子
を
養
育
し
て
い

る
人
は
、
希
望
す
れ
ば
勤
務
時

間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
・
要
介
護
状
態
に
あ
る
家
族
の
介

護
な
ど
を
行
う
場
合
、
事
業
主

へ
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
規

定
の
介
護
休
暇
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

□
雇
用
し
て
い
る
人
へ
の
ポ
イ
ン
ト

・
法
律
改
正
に
伴
い
、
就
業
規
則

の
改
正
が
必
要
で
す

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
hlw
.g
o.j

p/topics/2009/07/tp0701-1.htm
l

）
、

ま
た
は
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
緯
０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
９
）

へ
。

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を

受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保
険

者
（
自
営
業
者
な
ど
）
や
　
歳
に

６５

な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に

加
え
て
、
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付

加
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い

る
人
や
、
免
除
制
度
、

猶
予
制
度
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入

を
ご
希
望
の
人
は
、

住
民
課
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民

課
（
内
線
１
２
５
）
、

ま
た
は
太
田
年
金
事

務
所
国
民
年
金
課

（
緯
　
・
３
７
１
２
）

４９

へ
。

【
消
防
設
備
士
試
験
】

□
期
日
　
８
月
　
日
　

１９

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～

□
場
所
　
前
橋
工
業
高
等
学
校

（
前
橋
市
石
関
町
１
３
７
の
１
）

□
申
込
方
法
　
太
田
市
消
防
本
部

予
防
課
へ
願
書
、
関
係
書
類
を

提
出
す
る

□
申
込
期
間
　
７
月
２
日
　
～
　

（月）

１２

日
　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

（木）

□
願
書
配
布
場
所
　
太
田
市
消
防

本
部
予
防
課
、
管
内
各
消
防
署

（
分
署
・
出
張
所
を
除
く
）

□
受
験
料
　
甲
種
５
０
０
０
円
、

乙
種
３
４
０
０
円

※
電
子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み
も

で
き
ま
す
の
で
、
詳
細
は
　
消
防

（財）

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.sh
ou
b
o-sh
ike
n
.o

r.jp
/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部
予
防

課
（
緯
　
・
０
２
０
２
）
へ
。

３３

【
受
験
準
備
講
習
会
】

□
期
日

・
甲
乙
種
第
１
類
…
７
月
　
日
　

３１

（火）

・
甲
乙
種
第
４
類
…
８
月
１
日
　（水）

・
乙
種
第
６
類
…
８
月
２
日
　（木）

□
場
所
　
県
公
社
総
合
ビ
ル
（
前

橋
市
大
渡
町
１
の
　
の
７
）

１０

□
申
込
方
法
　
各
類
と
も
に
、
　

（社）

県
消
防
設
備
協
会
（
県
公
社
総

合
ビ
ル
内
）
へ
申
し
込
む

県
労
働
局
雇
用
均
等
室

育
児
・
介
護
休
業
法
が

改

正

さ

れ

ま

し

た

太
田
年
金
事
務
所

国
民
年
金
付
加
保
険
料

【付加年金の計算式】

２００円×付加保険料を納めた月数＝年金額（年額）

太
田
市
消
防
本
部
予
防
課

消
防
設
備
士
試
験
／

受

験

準

備

講

習

会
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　まちをつくっている

のは住民の皆さんです。

一人ひとりの力を生か

していただくことで、町

も変わります。

　協働のまちづくりを

進めている町では、慶應

義塾大学教授の片山善博氏

を迎え、行政と住民のそれぞれの役割やあ

り方などを、皆さんとともに考えます。

□期日　８月９日昭

□時間　午後６時３０分～（午後６時開場）

□場所　文化むら小ホール（朝日５－２４－１）

□講師　片山善博氏（慶應義塾大学教授、

前鳥取県知事、第１４代総務大臣）

□対象　どなたでも参加できます

□定員　１５０人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　国際協働課へ電話、またはＥ

メール（kyoudou@town.oizumi.gunma.jp）

で申し込む

□費用　無料

※詳しくは、国際協働課（内線２１２）へ。

協働のまちづくり講演会

みんなで『まちづくり』を

考える

講師

 片  山 
かた やま

 善  博 氏
よし ひろ

□
申
込
期
間
　
７
月
９
日
　
～
　

（月）

２０

日
　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

（金）

※
受
講
料
、
講
習
時
間
な
ど
受
験

準
備
講
習
会
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
　

県
消
防
設
備
協
会
（
緯
０

（社）

２
７
・
２
１
０
・
８
２
２
２
）
へ
。

　
県
で
は
、
平
成
　
年
度
の
介
護

２４

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
筆
記
試
験
に
合

格
後
、
所
定
の
実
務
研
修
を
終
了

す
る
と
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２８

（日）

□
場
所
　
上
武
大
学
伊
勢
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
（
伊
勢
崎
市
）
な
ど

□
対
象
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

分
野
で
５
年
以
上
の
実
務
経
験

者
な
ど

□
試
験
案
内
配
布
場
所
　
７
月
２

日
　
か
ら
、
町
長
寿
支
援
課
・

（月）
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
な
ど
で

配
布

□
申
込
期
間
　

７
月
４
日
　

～
（水）

　
日
　
　
消
印
有
効

３１

（火）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
課
（
緯
０

２
７
・
２
８
０
・
４
１
０
７
）
へ
。

　
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
」
資
格
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
資
格
の
有
効
期
限
が
５
年
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
　
年
度

１９

以
前
の
試
験
に
合
格
し
責
任
技
術

者
と
な
っ
た
人
は
、
こ
の
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
と
し
て
更
新
講
習

の
受
講
が
必
要
で
す
。

　
平
成
　
年
度
は
経
過
措
置
の
最

２４

終
年
度
で
す
。
講
習
を
受
講
し
な

い
と
資
格
が
失
効
と
な
り
ま
す
の

で
、
町
内
の
指
定
工
事
店
に
お
い

て
は
、
自
社
の
責
任
技
術
者
の
資

格
更
新
の
状
況
な
ど
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

□
今
年
度
の
対
象
者

・
免
状
番
号
５
８
５
１
番
～
６
４

７
４
番
お
よ
び
６
５
２
１
番
～

６
５
２
７
番

・
平
成
　
年
度
か
ら
の
講
習
の
未

２０

受
講
者

□
申
込
期
間

　
７
月
２
日
　
～
　
日
　

（月）

３１

（火）

※
対
象
者
に
は
自
宅
へ
書
類
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
水

道
課
（
内
線
１
６
２
）
へ
。

【
女
性
セ
ミ
ナ
ー
・
就
学
前
家
庭
教

育
学
級
合
同
公
開
講
座
】

□
期
日
　
７
月
　
日
　

２６

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
（
午

１０

３０

前
　
時
　
分
開
場
）

１０

１０

□
場
所
　
文
化
む
ら
小
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
マ
リ
ン
バ
＆
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
＆
歌
～
世
代
を
超
え
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

□
講
師
　
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

（
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
、
岸
　
政
美

さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
５０

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

１３

（金）

　
（
月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～

午
後
５
時
に
受
け
付
け
ま
す
）

□
費
用
　
無
料

※
託
児
（
生
後
６
か
月
以
上
）
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
し
込
み
の

と
き
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
町
公
民
館
内
学
級
事
務

室
（
緯
　
・
２
５
４
２
）
へ
。

６２

□
期
日
　
７
月
　
日
　

２２

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
テ
ー
マ
　
「
も
っ
と
見
直
し
た

い
無
農
薬
で
栽
培
す
る
野
菜
の

育
て
方
」

□
講
師
　
多
々
木
英
男
氏
（
普
及

指
導
員
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
７
月
９
日
　（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

県
社
会
福
祉
協
議
会

介

護

支

援

専

門

員

実
務
研
修
受
講
試
験

下
水
道
課

下
水
道
排
水
設
備
工
事

指

定

店

へ

お

願

い

町
公
民
館
内
学
級
事
務
室

マ

リ

ン

バ

＆

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
＆

歌

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

日

曜

緑

化

講

座
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〈
一
般
書
〉

『
言
霊
た
ち
の
夜
』
深
水
黎
一
郎
著

／
『
燃
焼
の
た
め
の
習
作
』
堀
江

敏
幸
著
／
『
Ｋ
』
三
木
　
卓
著
／

『
実
験
的
経
験
』
森
　
博
嗣
著
／

『
窓
の
向
こ
う
の
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ

ン
』
宮
下
奈
都
著
／
『
と
う
へ
ん

ぼ
く
で
、
ば
か
っ
た
れ
』
朝
倉
か

す
み
著
／
『
勝
ち
逃
げ
の
女
王
』

垣
根
涼
介
著
／
『
尋
ね
人
』
谷
村

志
穂
著
／
『
幼
少
の
帝
国
』
阿
部

和
重
著
／
『
刻
命
』
末
浦
広
海
著

／
『
御
隠
居
忍
法
し
の
ぶ
恋
』
高

橋
義
夫
著
／
『
金
貸
し
か
ら
物
書

き
ま
で
』
広
小
路
尚
祈
著
／
『
武

曲
』
藤
沢
　
周
著
／
『
笑
う
娘
道

成
寺
』
鯨
　
統
一
郎
著
／
『
漏
洩
』

笹
本
稜
平
著
／
『
黒
猫
の
接
吻
あ

る
い
は
最
終
講
義
』
森
　
晶
麿
著

／
『
D
e
l
i
v
e
r
y
』
八
杉

将
司
著
／
『
ダ
ブ
ル
ト
ー
ン
』
梶

尾
真
治
著
／
『
ワ
ー
ル
ズ
・
エ
ン

ド
』
マ
ー
ク
・
チ
ャ
ド
ボ
ー
ン
著

／
『
ず
っ
と
作
り
つ
づ
け
た
い
３

時
の
お
や
つ
』
川
上
文
代
著
／
『
台

所
防
災
術
』
坂
本
廣
子
著
／
『
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
物
語
』
塩
野
七
生
著
／

『
ま
る
ご
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
本
』

石
田
朋
也
著

〈
児
童
書
〉

『
旅
は
み
ち
づ
れ
地
獄
ツ
ア
ー
』
三

田
村
信
行
作
／
『
な
み
だ
ひ
っ
こ

ん
で
ろ
』
岩
瀬
成
子
作
／
『
願
い

の
か
な
う
ま
が
り
角
』
岡
田
　
淳

作
／
『
よ
る
の
美
容
院
』
市
川
朔

久
子
著
／
『
シ
ー
ル
の
か
く
れ
ん

ぼ
』
定
岡
フ
ミ
ヤ
作
・
絵
／
『
世

界
一
力
も
ち
の
女
の
子
の
は
な

し
』
サ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
作
／

『
く
ま
だ
っ
こ
』
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

メ
リ
ン
グ
作
／
『
そ
う
じ
き
の
つ

ゆ
や
す
み
』
村
上
し
い
こ
作
／
『
グ

ラ
ン
パ
・
グ
リ
ー
ン
の
庭
』
レ
イ

ン
・
ス
ミ
ス
作
／
『
ニ
ニ
の
ゆ
め

の
た
び
』
ア
ニ
タ
・
ロ
ー
ベ
ル
作

／
『
だ
れ
の
た
ま
ご
』
高
畠
那
生

絵
／
『
裁
判
の
し
く
み
絵
事
典
』

村
　
和
男
監
修
／
『
ペ
ン
ギ
ン

が
っ
し
ょ
う
だ
ん
』
斉
藤
　
洋
作

／
『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
』

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン
作
／
『
ぴ

た
っ
と
ヤ
モ
ち
ゃ
ん
』
石
井
聖
岳

作
／
『
げ
ん
き
き
ゅ
う
し
ょ
く
い

た
だ
き
ま
す
！
』
つ
ち
だ
よ
し
は

る
作
・
絵
／
『
ド
レ
ス
を
着
た
男

子
』
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ォ
リ
ア

ム
ズ
作
／
『
う
そ
つ
い
ち
ゃ
っ
た

ね
ず
み
く
ん
』
上
野
紀
子
絵

図書館の本やＤＶＤを借りるためには

「図書利用券」が必要です。必ず持ってき

てくださいね。

■住所　大泉町中央３－１１－２１

■ホームページアドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/

■携帯アドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/i/
緯63・6399

１階　視聴覚ホール

ビデオ上映会in 図書館

緯63・6399

図書館休館日

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◎
ど
ん
ぐ
り
の
会

□
期
日
　
毎
週
木
曜
日
（
第
５
週

を
の
ぞ
く
）

□
時
間
　
午
後
２
時
　
分
～

３０

◎
て
ん
と
う
虫
の
会
と
個
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

□
期
日
　
毎
週
土
曜
日

□
時
間
　
午
後
２
時
～

◎
日
曜
日
の
読
み
聞
か
せ

・
か
た
つ
む
り
の
会
（
お
父
さ
ん

た
ち
の
読
み
聞
か
せ
会
）

□
期
日
　
第
３
・
５
日
曜
日

□
時
間
　
午
前
　
時
～

１１

※
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
学

生
と
お
父
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
朗
読
の
会
】

□
期
日
　
７
月
８
日
　（日）

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
場
所
　
１
階
第
１
会
議
室

本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

新
着

□期日　７月２４日昇・２５日昌

□時間

・午前の部…午前１０時～

・午後の部…午後２時～

□場所　図書館１階視聴覚ホール

□内容　英語遊び、英語の歌、工

作遊びなど

□講師　町内小学校ＪＴＥの先生

□対象　小学生（両日参加できる

こと）

□定員　午前・午後の部各２０人

（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　図書館へ直接、また

は電話で申し込む

□申込開始日時

　７月４日昌　午前９時～

□費用　無料

※詳しくは、図書館（緯６３・６３９９）

へ。

催
し
も
の
案
内

お
楽
し
み
盛
り
だ
く
さ
ん

上 映 予 定 作 品上 映 日

河童のクゥと

夏休み

酔拳

７月１５日掌

午前１０時～

午後１時３０分～

捷２５日・６月

月末整理日松３０日

捷９日・捷２日・７月

捷２３日・昇１７日

捷３０日

月末整理日昇３１日

子ども夏休み講座

英語であそぼ英語であそぼ♪♪
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〈
夏
休
み
学
習
コ
ー
ナ
ー
〉

　
ラ
ウ
ン
ジ
に
学
習
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
期
間

　
７
月
　
日
　
～
８
月
　
日
　

２１

（土）

２８

（火）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
小
・
中
学
生
は
午
後
６
時
　
分
３０

ま
で
）

　
対
象
に
記
載
の
な
い
も
の
は
、

高
校
生
以
上
で
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
者
を
優
先
と
し
ま
す
。

■
７
月
４
日
昌
　
午
前
９
時
　
分
３０

か
ら
受
付
を
開
始
す
る
教
室

〈
夏
休
み
子
供
ポ
ス
タ
ー
作
り
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
　
日
、
８
月
３
日
・

２７

　
日
（
毎
回
金
曜
日
）

１０
□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
４
～

６
年
生

□
定
員
　
　
人
１６

□
受
講
料
　
３
０
０
円

〈
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
〉

□
期
日
　
８
月
１
日
・
８
日
・
　
日
・

１５

　
日
・
　

日
（
毎
回
水
曜
日
）

２２

２９

□
時
間

　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
８
月
の
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

カ
ン
タ
ン
体
操
教
室
〉

□
期
日
　
８
月
３
日
・
　

日
・
　

１０

２４

日
・
　

日
（
毎
回
金
曜
日
）

３１

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
１
６
０
０
円

〈
朝
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
〉

□
期
日
　
８
月
７
日
・
　
日
・
　
日
・

１４

２１

　
日
、
９
月
４
日
（
毎
回
火
曜
日
）

２８
□
時
間

　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
内
容
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
ヨ
ガ

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

■
７
月
４
日
昌
　
午
後
６
時
か
ら

受
付
を
開
始
す
る
教
室

〈
夜
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
〉

□
期
日
　
８
月
７
日
・
　
日
・
　
日
・

１４

２１

　
日
、
９
月
４
日
（
毎
回
火
曜
日
）

２８
□
時
間

　
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

□
内
容
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
筋
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
初
め
て
の
デ
ッ
サ
ン
画
教
室
〉

□
期
日
　
８
月
１
日
・
８
日
・
　
日
・

１５

　
日
・
　

日
（
毎
回
水
曜
日
）

２２

２９

□
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

□
定
員
　
　
人
１６

□
参
加
費
　
３
２
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）

〈
ズ
ン
バ
教
室
〉

□
期
日
　
８
月
１
日
・
８
日
・
　
日
・

１５

　
日
・
　

日
（
毎
回
水
曜
日
）

２２

２９

□
時
間

　
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
親
子
で
楽
し
む
夏
の
デ
ザ
ー
ト
作
り
〉

□
期
日
　
８
月
　
日
　

２５

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
対
象
　
町
内
在
住
の
年
中
～
小

学
校
低
学
年
の
親
子

□
定
員
　
親
子
　
組
１０

□
参
加
費
　
１
組
５
０
０
円
（
教

材
費
含
む
）

■
共
通
事
項

□
申
込
方
法
　
受
講
料
を
添
え
て

い
ず
み
の
杜
へ
直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
い
ず
み
の
杜
（
緯

　
・
０
０
３
５
）
へ
。

２０

緯20・0035

捷２日・７月

捷９日

昇１７日

捷２３日

捷３０日

いずみの杜

７月の休館日

杜
の
教
室
案
内

集
・
学
・
遊

杜
の
お
知
ら
せ

杜
か
ら
あ
な
た
へ

　
児
童
館
の
行
事
で
、
対
象
に
記

載
の
な
い
も
の
は
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

〈
不
審
者
対
応
訓
練
〉

□
期
日
　
７
月
　
日
　

２６

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

□
内
容
　
不
審
者
が
い
た
と
き
の

対
処
の
仕
方
を
学
び
ま
す

□
対
象
　
小
学
生

〈
花
火
指
導
〉

□
期
日
　
７
月
　
日
　

３１

（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～

１０

３０

□
内
容
　
消
防
士
さ
ん
が
来
て
、

紙
芝
居
や
花
火
の
遊
び
方
の
話

を
し
ま
す

□
対
象
　
小
学
生

〈
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
〉

□
期
日
　
７
月
５
日
　（木）

□
時
間
　
午
後
３
時
～

〈
ワ
ン
・
デ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
〉

□
期
日
　
７
月
　
日
　

１４

（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

□
内
容
　
カ
レ
ー
作
り
ほ
か

□
対
象
　
小
学
２
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
７
月
６
日
　（金）

□
費
用
　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

※
７
月
９
日
　
に
児
童
の
み
で
の

（月）

説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〈
映
画
会
〉

□
期
日
　
７
月
　
日
　

２６

（木）

□
時
間

・
午
前
　
時
～

１０

・
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
第
２
学
童
棟

〈
七
夕
か
ざ
り
を
つ
く
ろ
う
〉

□
期
日
　
７
月
４
日
　（水）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～

３０

□
対
象
　
小
学
１
年
生
～
６
年
生

〈
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
〉

　
児
童
館
に
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド

（
宇
宙
）
を
つ
く
ろ
う
！

□
期
日
　
７
月
　
日
　

１４

（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

□
対
象
　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
費
用
　
１
０
０
円
（
申
し
込
み

の
と
き
に
集
金
し
ま
す
）

   西
児
童
館

緯
　
・
４
６
８
９
   

６２

   東
児
童
館

緯
　
・
０
１
３
３
   

６２

   南
児
童
館

緯
　
・
１
７
２
１
   

６３

   北
児
童
館

緯
　
・
３
８
２
０
   

６３
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元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ナ
ノ
み
か
ん

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

大
野
奈
菜
子
（
　
区
・
　
歳
）

２３

１２

▼

P
・
Ｎ
　
Ｋ
Ｙ
・
Ｍ

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
り
ん
ご
ベ
ル

元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

取
り
立
て
の
蕗
の
香
ま
と
い
友
来
た
る

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

歌
会
の
始
め
の「
岸
」に
涙
す
る

Ｋ
・
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
（
　
区
）

１９

昭
和
史
を
生
き
し
母
呼
ぶ
時
計
草

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

噴
煙
を
雲
と
し
浅
間
夏
き
ざ
す

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
差
し
く
る
新
樹
光

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

生
か
さ
れ
て
金
環
日
食
時
計
草

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

草
引
い
て
余
生
ひ
と
つ
を
覗
き
み
る

岩
瀬
サ
ク
子
（
　
区
）

１９

緑
蔭
を
抜
け
れ
ば
元
の
歩
巾
か
な

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

忘
れ
物
し
て
引
き
返
す
蝶
の
昼

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

初
蛙
水
の
匂
い
を
運
び
く
る

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

芝
青
む
日
毎
ふ
え
ゆ
く
児
の
言
葉

林
　
宣
子
（
１
区
）

捨
て
ら
れ
ぬ
も
の
に
義
理
あ
り
花
は
葉
に

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

消
灯
の
部
屋
へ
舞
い
入
る
蛍
か
な

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

惜
春
や
耳
寄
せ
て
聞
く
母
の
声

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

空
港
の
売
り
場
に
選
ぶ
夏
帽
子

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

牡
丹
生
け
 主
 な
き
部
屋
の
広
さ
か
な

ぬ
し柿

沼
恵
美
子
（
　
区
）

２２

友
送
り
青
葉
の
光
る
並
木
道

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

夢
覚
め
て
白
き
牡
丹
と
向
か
ひ
を
り

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

俳俳
　
　
　
句句
－

い
ず
み
俳
壇

－

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

 小  川 
お がわ

　 登 さん（３０区・７６歳）
のぼる

三吉クラブ

「庭の手入れも楽

しみの１つです」

と話す小川さん。
地
域
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
続
け
た
い

　埼玉県で生まれ、東京で働いた後、大

泉町で３１年間家電製品の製造に携わっ

てきました。定年後は、衛生環境保全推

進委員を務め、地区のごみステーション

の巡回やごみの分別などをしています。

苦労もありますが、地域の人たちと交流

できることにやりがいを感じますね。１６

年目を迎えますが、身体が丈夫なうちは

続けていきたいと思っています。

　最近の楽しみは、三吉クラブで行って

いる吉田公園の花壇整備ですね。毎週み

んなで集まって草刈りや花植えをしてい

ます。公園を訪れる人が、花を見ながら

ゆっくり休めるような、そんな公園にし

たいと思っているんですよ。来年にはき

れいな花を咲かせてくれると思うので、

その日を今から心待ちにしています。

▼

匿
名
希
望
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広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法
　
広
報
情
報
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
（
緯
　
・
６３

３
１
１
１
　
内
線
２
１
５
）
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
・
３
９
２
１
、
Ｅ

６３

メ
ー
ル
（kou
h
ou
@
tow
n
.oiz

u
m
i.g
u
n
m
a
.jp

）
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

ぶぶ
ら
り

ぶ
ら
り

　
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　

６月１０日、スバル運動公園を会場に、「第３８

回地域公民館対抗スローピッチ・ソフト

ボール大会」が行われました。勝利を目指

して地域で力を合わせ、白熱した戦いが繰

り広げられました。

　
玄
葉
外
務
大
臣
来
町
　

６月９日、 玄  葉  光  一  郎 外務大臣が町を訪れ、
げん ば こう いち ろう

多文化共生について視察しました。玄葉外

務大臣は、斉藤町長から町の施策について

説明を受けた後、ブラジル人向けスーパー

やブラジル人学校も視察しました。

　
花
菖
蒲
ま
つ
り
　

６月１０日から１７日まで、分水堀緑道で、

花菖蒲まつりが行われました。地域の皆さ

んによって育てられた、色とりどりの花菖

蒲が咲き誇り、期間中、多くの人たちが足

を運びました。

花
種
の
命
連
鎖
に
さ
さ
や
け
り

川
野
撫
子
（
　
区
）

２８

さ
み
だ
れ
や
追
伸
と
書
き
愚
痴
こ
ぼ
す

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

柏
餅
 妣
 と
包
み
し
い
ろ
り
端

は
は

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

し
だ
れ
桜
身
延
の
僧
の
声
澄
み
て

大
関
延
子
（
太
田
市
）

気
が
付
け
ば
菜
の
花
色
に
日
は
暮
れ
て

服
部
隆
治
（
太
田
市
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こ
こ
に
は
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
源

中
稲
荷
古
墳
と
称
さ
れ
る
古
墳
が

存
在
し
て
い
ま
す
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丘
の
頂
上
に
源
中
稲
荷
神
社
が

あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
い
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こ
の
古
墳
は
、
円
墳
の
頃
の
形
状

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
丘
陵
の
地
形
か
ら
は
当
時
の

面
影
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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１
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れ
る
大
泉
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身
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な
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古
墳
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
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ら

り
と
散
歩
を
し
な
が
ら
町
内
を
探

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
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姿みみよりOIZUMI番組表
ＦＭラジオ放送

姿保健カレンダー

電話で確認してから受診してください姿日曜・祝日当番医

健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり課課課課課課課課課課健康づくり課　緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２６２・・・・・・・・・・２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２・２１２１１１１１１１１１１１

表紙：６月１日、 鹿  島  浅  間 神社で「初
か しま せん げん

山まつり」が行われました。１歳未満

の子どもの額に朱の印を押し、無病息

災を願う伝統行事に、今年も多くの家

族がお参りに訪れました。

　ＦＭラジオ76.7MHz７月（文月）

昼12：50～13：00月～金曜日

町の新鮮な話題をご紹介！２日捷・４日昌・６日晶

健康づくり課からのお知らせ

～予防接種～
３日昇・５日昭

町の新鮮な話題をご紹介！９日捷・１１日昌・１３日晶

町公民館のお知らせ

～公民館情報～
１０日昇・１２日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１６日捷・１８日昌・２０日晶

図書館へ行こう！

～図書館あれこれ～
１７日昇・１９日昭

町の新鮮な話題をご紹介！２３日捷～２７日晶

町の新鮮な話題をご紹介！３０日捷～８月３日晶

※４月放送分から昼の放送のみとなりました。

受 付 時 間対　　 象　　 者会　 　 場種　 　 　 　 目曜日日

７月

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者保健福祉総合センター乳 幼 児 健 康 相 談

月２

〃希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談

午後１:００～２:００Ｈ２４.３.１～Ｈ２４.３.３１生〃Ｂ Ｃ Ｇ火３

午後１:００～４:００妊婦およびその家族〃両 親 学 級金６

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談

月９

〃希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談

午後１:００～４:００妊婦およびその家族〃両 親 学 級金１３

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談

火１７

〃希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談

午前１０:００～１１:００乳児とその保護者〃ゴックンモグモグ教室

午後１:００～１:３０Ｈ２４.３.１～Ｈ２４.３.３１生〃４か月児健康診査

〃Ｈ２１.４.１～Ｈ２１.４.３０生〃３ 歳 児 健 康 診 査水１８

〃Ｈ２２.１２.２１～Ｈ２３.１.２０生〃１歳６か月児健康診査木１９

〃Ｈ２３.１２.１～Ｈ２３.１２.３１生〃７か月児健康診査金２０

〃Ｈ２２.６.１～Ｈ２２.６.３０生〃２歳児歯科健康診査木２６

午前９:３０～午後２:００該　　当　　者〃幼 児 相 談火３１

８月

午後１:００～４:００妊婦およびその家族〃両 親 学 級金３

歯　　科耳  鼻  科外　　科
小児科を

標榜している内科
内科（館林市）内科（邑楽郡）月　日

館林邑楽
歯科保健医療
センター

館林７３・８８１８

今村クリニック
邑楽７０・２２２１

田沼整形外科医院
邑楽８８・９２２３

益田小児科医院
大泉６２・５５３５

安良岡医院
館林７２・０５７２

須田内科医院
大泉６３・１４１４

７月 １ 日掌

　　　　　
高木整形外科
大泉６２・６６１１

横田医院
館林７２・０２５５

橋田内科クリニック
館林７２・０００１

たなか医院
大泉６２・２８８１

７月 ８ 日掌

板倉耳鼻咽喉科クリニック
板倉８０・４３３３

井上整形外科医院
板倉８２・１１３１

ミツワ診療所
明和７０・３０３０

横田胃腸科内科
館林７２・４９７０

蜂谷病院
大泉６３・０８８８

７月１５日掌

　　　　　
ふじの木整形・内科クリニック
板倉９１・４０７０

堀越医院
館林７３・４１５１

館林記念病院
館林７２・３１５５

福田ペインクリニック
明和８４・１２３３

７月１６日捷

　　　　　
慶友整形外科病院
館林７２・６０００

阿部医院
大泉６２・５４２８

吉田内科クリニック
館林７０・７１１７

富士クリニックペインクリニック
大泉２０・１９７１

７月２２日掌

川田耳鼻咽喉科医院
館林７２・３３１４

海宝病院
館林７４・０８１１

うえの医院
館林７２・３３３０

松井内科医院
館林７５・９８８０

真下胃腸科内科医院
大泉６２・２０２５

７月２９日掌

川村耳鼻咽喉科医院
館林７２・１３３７

岡田整形外科クリニック
館林７２・３１６３

小児科おぎわらクリニック
大泉６１・１１３３

ハートクリニック
館林７１・８８１０

寺内医院
邑楽８８・１５１１

８月 ５ 日掌

◆内科、外科の診療時間は午前９時～午後５時、耳鼻科の診療時間は午前９時～午後１時です。
◆館林邑楽歯科保健医療センターの診療時間は、午前９時～正午、午後１時～３時です。
◆小児科のみ、婦人科のみ診療する医療機関もありますので、事前に電話でご確認ください。
◆時間外、夜間などは、救急医療テレホンサービス（緯４５・７７９９）で受診できる病院などを紹介します。


